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1． 事案の概要

産婦Aが医師Yの開業する産婦人科で男児出産後、産後出血のために医科大学付属病院に転送されたが、DIC（播種性血管内凝固症候群）で死亡した事件。

DIC：「なんらかの原因により血液の凝固機能が異常に亢進し、…著しい出欠傾向を来す症候群」
2.争点

〈甲事件〉…原告：X1（Aの夫）・X2X3（Aの子）　　被告：Y
1 DICについての転医を含む早期診断治療義務違反の有無等
2 診療録の改ざん（看護婦への指示及び自らの改ざん）及び丁原（看護婦）への偽証教唆の不法行為性

〈乙事件〉原告：X1（Aの夫）　　被告：Y
③ 新生児死亡を死産と偽った死亡届の作成及びX1への説明の不法行為性
３判旨

〈甲事件〉

①Yの証明妨害行為を認め、改ざんされた診療録等の証拠能力は否定したが、それにより直ちにYの過失を基礎付ける事実が認定されるわけではなく、その他の証拠と照らして判断すべき。Y本人尋問における供述も同様。血液量の判断、甲田(Yの産婦人科の元看護婦)の証言、DICが疑われる場合の対処は適当であったとし、それに基づきAの死亡との間の相当因果関係を否定した。

②損害額１５００万円。診療録につき放置→信義誠実、説明義務違反（民645条）Cf.医師法２４条　Xらの訴訟長期化による負担等
〈乙事件〉
➂事実を告げる法的義務に反し、児を死産として扱ったことにより、X1の児の出生に関する各種届出、命名を行う機会、死亡届を提出するなどの行為により児を供養する機会を奪ったとして不法行為を認定。損害額２００万円。
４分析
· 本件における証明妨害行為による証拠認定の具体的妥当性
· 損害認定額1500万円、200万円の内容（医療過誤訴訟における証拠書類改ざん、偽証教唆による医師に対する損害賠償責任、死産と扱ったことによる損害賠償責任など）
· 虚偽公文書作成の発覚可能性の考慮
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